
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 

【特集】P2～P3　地域でつくる防災マップ
　　　P8～P9　村の財政状況をお知らせします 
○カメラスケッチ○十津川人○村の宝○情報広場
○国民年金○国保だより○村を元気にするために○人の動き

村駅伝大会。8区最終ランナーにタスキリレー

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

２０１3
№６17

February. 2

紀伊半島の中央に位置する日本一大きな村。全国初の源泉かけ流し宣言を行った十津川温泉郷、
日本有数の長さを誇る谷瀬の吊り橋、神々が宿り日本最古といわれる玉置神社、世界遺産の熊野
古道には「にほんの里100選」に選ばれた果無集落など、村には、日本の原風景が残されています。

「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています
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村
長
の
動
き
や
方
針
を
紹
介
。
村
政
の
重
要
施
策
な
ど
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

トップ
ニュース

困った事
　災害時に困った事は、内野・山天地区の住民が道路
の崩壊で避難所に行くことが出来なかったことです。
良かった事
　避難所が旧五百瀬小学校と生活改善センターと決
まっていたので、避難所近くの人はすぐに避難所に集
合することができました。
　また、避難所の近くに広場があり、臨時ヘリポートと
して自衛隊のヘリが救援物資の搬入に利用できまし
た。家庭では約１週間分の備蓄物資がありました。
　平成22年10月に自主防災組織を設立し、役割分担
を明確にしていたので、各自の役割がうまくいきました。
課題と対応
❶地震による災害が発生した場合と、台風のように
事前に予想がつく災害の場合を考えなければいけ
ません。台風が来る前だと自主的に避難できます。
地震の場合は消防団や地元の者で道路が通行出
来るかどうかなど避難経路の確認を行う必要があ
ります。
❷自宅で１人いるが避難所に来られない、自動車
に乗れない、いろんな人がいた場合に各家庭への
連絡はどの様にするのか、電話が使用出来ない場
合は、徒歩でその家庭に行きどういう状況か調べる
ことも必要です。
❸村外に避難した場合は安否確認がとれなくなる
ので、自主的に避難する場合は、必ず総代に連絡す
ることを決めておくことも必要だと感じます。

困った事
　道路や通信などライフラインの途絶、病院に行け
ない、薬がない、飲料水が濁って使えない、避難所
が狭いなど、多くの問題が発生しました。
良かった事
　食べ物が十分確保できないときは、畑などで調達
したものを食べました。地域の方、婦人会、消防の
方が協力し合いました。
　燃料の確保には、ガソリンスタンドなどからも協力
をいただきました。自衛隊、警察は比較的早く来て
いただいたと思っています。
課題と対応
❶災害が発生した場合、高齢者や１人暮らしの方の
安否確認を総代、区長、行政の組織を活用して、安
全な場所に誘導する必要があります。場所によって
は自宅待機も考えられます。安全な場所は、谷瀬の
一部と上野地の一部しかありませんが、避難はそこ
をフルに活用したいと考えます。
❷被害を想定した訓練は、高齢化が進行しているの
で、誘導する人の確保もかなり難しいと思います。
　今後も避難の場所、誘導の方法、訓練が大事だと
思います。
❸衛星携帯電話を各大字に配備していただいたの
で、今後、その使用方法の訓練を行っていきます。
さらに、大字でも集落間の距離がある地区には、衛
星携帯電話の配備をお願いしたいと思います。

　１月14日、紀伊半島大水害の被災経験をもと
に、地域の防災課題の検討や、防災力の向上を
図る研修会「南和地域等の地域防災力支援事
業」が、十津川村住民ホールで行われました。
　区長や総代、消防団や自主防災組織のみなさ
んが参加し、被災時の経験や課題を基に、防災

マップを作成しました。
　防災研修会で話し合われた内容を、今月号と
来月号の２回に分けてご紹介します。
　今月は、中野村区、神納川区、二村区、三村区
の内容を掲載します。

＊神納川区 ＊中野村区

つくる防災マップ
―台風12号豪雨災害の経験をもとに―　
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困った事
　情報の伝達ができなかったことです。三村区で停
電した地域は、比較的少なかったですが、生活用水
が寸断しました。そのとき、あらためて生活用水の
重要性を認識しました。
　道路については、橋梁の流出が心配でした。今
後、どの河川が増水したら、どの地域が被害をうける
のかを把握する必要があると感じます。
良かった事　
　消防団や地域住民の協力です。
課題と対応
❶各地域の要援護者の確認、消防団員で避難所へ
の誘導、災害時には消防団員も人数が限られるた
め、自主防災組織を活用、できない地区は住民で避
難所へ誘導することです。
❷避難所は各大字にありますが、一番大きい避難所
は小原地区で、小学校、中学校、役場となります。し
かし、役場は災害時に対策本部となり、中学校は、ヘ
リポートとしても利用されるため、小学校を避難所の
基本としたいと考えます。
❸昨年の台風でも300人余りが小学校に避難しま
した。生活用品の充実や備蓄物資の必要性を感じ
ました。

困った事
　水・電気・通信・道路の被害、風屋ダムが危ないと
いう話もあり、情報の錯綜と情報不足がありました。
良かった事
　山崎地区では、100人余りが集会所に避難し、滝
川地区は個人の家に避難しました。身体の不自由
な人の援助、食料の配分など地域の人が協力してく
れました。日頃からの地域のきずな、自助、共助が
発揮されたと思いました。
　物的支援など、自衛隊や新十津川町に対してあら
ためて認識を深めました。地域の実情に詳しい人
材の活用が重要と思いました。
課題と対応
❶衛星携帯電話の活用は総代だけでなく、だれもが
使用できる様な講習が大切だと感じます。飲料水
の確保や運搬も大切です。情報入手の基本は、隣
同士の確認。自主防災の活用と強化、情報伝達訓
練、近隣大字とのネットワークの再構築をしたいと考
えます。
❷昨年の台風で高台へ避難しましたが、建物は無く、
一夜を車中やその場で過ごしました。二村区は避難
所が少なく、高齢者が多いため避難誘導が難しい状
況です。土砂災害警戒区域に入る国道があるため、
他の避難所への移動は危険を伴い問題があります。
❸災害時は、110人余りが避難し、持ち寄った食材
で食事を作り過ごしました。自分たちで備蓄物資を
持ち寄ることも必要と思います。

　防災研修会の様子。区ご
とにわかれて、地域の地図
を基に、危険個所や避難経
路などについて、多くの意見
が出されました。

＊三村区 ＊二村区

地域で
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平
成
25
年
十
津
川
村
成
人
式

│
謝
辞
│（
抜
粋
）

　
私
た
ち
の
育
っ
た
自
然
の
美
し
い
十

津
川
村
は
、一
昨
年
の
台
風
で
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、多
く

の
方
々
か
ら
の
温
か
い
応
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た

十
津
川
人
と
し
て
の
辛
抱
強
さ
や
生

き
る
知
恵
、助
け
合
う
精
神
で
、苦
難

に
立
ち
向
か
う
村
民
の
み
な
さ
ん
の

姿
を
見
て
、村
へ
の
想
い
が
一
層
強
く

な
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
好
き
な
故

郷
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
ど
こ
に
い
て
も
、村
を
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
ご
恩
を

忘
れ
ず
、村
の
歴
史
と
伝
統
を
し
っ
か

り
と
受
け
継
ぎ
、水
害
か
ら
の
復
興
、

そ
し
て
未
来
へ
と
力
を
注
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
成
人
代
表
　
平
瀬
　
稔
也

 

１
月
３
日
、村
成
人
式
が
十
津
川
村
住
民
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
新
成
人
34
人
が
出
席
し
、大
人
社
会
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、映
画
作
家
の
河
瀨
直
美
さ
ん
の
記
念
講
演
や
、Ｏ

Ｍ
Ｃ
十
津
川
太
鼓
倶
楽
部「
鼓
魂
」の
祝
い
太
鼓
が
、新
成

人
の
門
出
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
！

ＯＭＣ十津川太鼓
倶楽部「鼓魂」によ
る力強い祝い太鼓

記念講演で新成人にエー

ルを送る河瀨直美さん
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成績（順位・タイム）
●
村
内
の
部
（
上
位
10
位
）

▼
１
位
・
二
村
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
28
分
02
秒

▼
２
位
・
西
川
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
32
分
48
秒

▼
３
位
・
三
村
区
Ａ　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
35
分
26
秒

▼
４
位
・
東
区
Ａ　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
38
分
10
秒

▼
５
位
・
四
村
区
Ａ　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
40
分
13
秒

▼
６
位
・
十
津
川
高
校
寮
生
軍
団　
　

２
時
間
49
分
53
秒

▼
７
位
・
中
野
村
区
Ａ　
　
　
　
　
　

２
時
間
52
分
36
秒

▼
８
位
・
十
津
川
高
校
Ａ　
　
　
　
　

２
時
間
52
分
42
秒

▼
９
位
・
五
條
消
防
署
十
津
川
分
署　

２
時
間
56
分
44
秒

▼
10
位
・
二
村
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
　

３
時
間
02
分
37
秒

●
オ
ー
プ
ン
の
部
（
上
位
10
位
）

▼
１
位
・
大
久
保
第
７
施
設
群　
　

２
時
間
14
分
40
秒

▼
２
位
・
ほ
ん
み
ち
Ａ　
　
　
　
　

２
時
間
19
分
41
秒

▼
３
位
・
３
後
支
連
混
成
Ａ　
　
　

２
時
間
22
分
57
秒

▼
４
位
・
ほ
ん
み
ち
Ｂ　
　
　
　
　

２
時
間
23
分
52
秒

▼
５
位
・
Ｐ
Ｗ　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
間
28
分
00
秒

▼
６
位
・
go! 

go!
ハ
ッ
チ
ー
ズ　
　
　

２
時
間
34
分
42
秒

▼
７
位
・
３
後
支
連
混
成
Ｂ　
　
　

２
時
間
35
分
37
秒

▼
８
位
・
ア
タ
カ
大
機
Ａ　
　
　
　

２
時
間
37
分
17
秒

▼
９
位
・
と
か
ち
ゃ
ん
ペ
ッ
!!　
　

２
時
間
45
分
05
秒

▼
10
位
・
ア
タ
カ
大
機
Ｂ　
　
　
　

２
時
間
45
分
14
秒

日
本
一
広
い
村
を
縦
断

　
　
　
　
　
　

38.1
㎞
を
８
人
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー

駅
伝
大
会

　
１
月
13
日
、第
59
回
十
津
川
村

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
重
里
を
ス
タ
ー
ト
し
、ゴ
ー
ル

の
上
野
地
を
目
指
し
て
、村
内
外

か
ら
41
チ
ー
ム（
村
内
20
・
オ
ー

プ
ン
21
）が
、十
津
川
路
を
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

１区・平瀬　正典（三村区Ａ）　23分25秒
２区・中　　祐彦（西 川 Ａ）　17分28秒
３区・山香　慶造（三村区Ａ）　19分29秒
４区・下村　悠大（二 村 Ａ）　10分03秒
５区・増谷　公太（二 村 Ａ）　11分16秒
６区・玉置　一也（東 区 Ｂ）　11分59秒
７区・上平　修司（二 村 Ａ）　23分23秒
８区・森﨑　太郎（二 村 Ａ）　27分27秒

30回・西林　直樹（中野村Ｃ）
20回・中西　秀實（四村区Ｂ）
20回・松實　清則（四村区Ａ）
15回・榎本　健司（中野村Ｄ）
15回・千葉　陽一（東 区 Ｂ）
15回・和田　一幸（東 区 Ｂ）
15回・井田　　滋（３後支連混成Ａ）
10回・辻　　伸仁（西 川 Ｂ）
10回・玉置　広之（東 区 Ａ）
10回・宮崎　　毅（　  絆  　）
10回・玉置雄一郎（東 区 Ａ）

―　区間賞（敬称略）　―

―　永年表彰（敬称略）　―

１区から２区へタスキリレー。平谷中継所

村内の部で２連覇を果たした二村Ａチーム
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７
月
に
ド
イ
ツ
で
開
か
れ
る「
技

能
五
輪
国
際
大
会
」の
美
容
・
理
容

部
門
に
、十
津
川
村
出
身
の
弓
床
杏

奈
さ
ん（
橿
原
美
容
専
門
学
校
２
年

生
）が
、学
生
日
本
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
ま
す
。

　
弓
床
さ
ん
は
、昨
年
10
月
に
長
野

県
で
行
わ
れ
た
第
50
回
技
能
五
輪

全
国
大
会
に
奈
良
県
代
表
選
手
と
し

て
出
場
。
美
容
職
種
で
銀
賞
を
受

賞
し
、技
能
五
輪
国
際
大
会
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。

　
今
年
、村
の
成
人
式
で
新
成
人
と

し
て
新
た
な
門
出
を
迎
え
た
弓
床

さ
ん
。

　「
村
で
自
然
に
囲
ま
れ
て
育
っ
た

こ
と
が
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
や
メ
ー
ク
の

ア
イ
デ
ア
の
源
。
国
際
大
会
で
最
高

の
カ
ッ
ト
を
し
て
、村
の
人
た
ち
を

勇
気
づ
け
る
成
績
を
残
し
た
い
。
次

は
金
メ
ダ
ル
」と
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

日
本
代
表
で

　
　
技
能
五
輪
へ

世界大会出場を決め、
　　更谷村長に報告する 弓床　杏奈さん

ゆみとこ・あんな
十津川村出身。十津川高校
を卒業後、橿原美容専門学校
へ進学。現在同校２年生。
技能五輪の県大会と全国大
会を勝ち抜き、世界大会の出
場を決める。
1日15時間を超える練習も
苦にしない向上心で、日々練
習に励む。

40キロの餅を仮設住宅へ
　大字上湯川の入谷「山の家」で、村
老人クラブ連合会会員16人が、仮設
住宅に入居されているみなさんにお
餅を届けようと、約40キロのお餅をつ
きました。
　出来上がったお餅は、その日のうち
に、仮設住宅に届けられました。

12/23

ゆみ　とこ あん　な
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消防出初式

▼
十
津
川
村
消
防
団
長
表
彰

平
岡
富
美
枝（
第
１
分
団
）

勝
間
田　

勝（
第
１
分
団
）

辻
内　

延
子（
第
１
分
団
）

羽
根　

滋
穂（
第
１
分
団
）

辻
村　

典
子（
第
１
分
団
）

中
根
健
一
郎（
本
部
分
団
）

辻
村　

伸
介（
本
部
分
団
）

和
田　

一
幸（
本
部
分
団
）

垣
野
な
つ
み（
本
部
分
団
）

山
口　

侑
士（
第
５
分
団
）

大
槻　

国
彦（
第
６
分
団
）

玉
置　

雅
也（
第
７
分
団
）

上
垣　

幸
治（
第
８
分
団
）

田
垣　

和
也（
第
８
分
団
）

和
田　
　

勝（
第
８
分
団
）

大
谷　

春
夫（
第
９
分
団
）

東　
　

義
明（
第
９
分
団
）

千
葉　

優
太（
第
９
分
団
）

乾　
　
　

実（
第
10
分
団
）

温
井　

正
吾（
第
10
分
団
）

千
葉　

和
孝（
第
10
分
団
）

▼
感
謝
状（
30
年
以
上
勤
続
退
職
者
）

大
前　

茂
夫（
団
本
部
副
団
長
）

森
本　

信
男（
第
１
分
団
）

上
東　

清
房（
本
部
分
団
）

泉
谷　

徹
夫（
第
６
分
団
）

東　
　

正
和（
第
６
分
団
）

岡
本　

俊
彦（
第
７
分
団
）

中　
　

精
一（
第
８
分
団
）

田
花　

敏
郎（
第
８
分
団
）

▼
財
団
法
人
奈
良
県
消
防
協
会

南
吉
野
支
部
長
表
彰

巻
渕　

賢
一（
第
１
分
団
）

池
山　

一
男（
第
３
分
団
）

中
越　
　

勉（
第
３
分
団
）

植
本　
　

茂（
第
５
分
団
）

西
岡　

清
隆（
第
８
分
団
）

東　
　

俊
孝（
第
８
分
団
）

後
木　

光
雅（
第
８
分
団
）

表
谷　

弘
二（
第
９
分
団
）

辻　
　

廣
男（
第
10
分
団
）

▼
村
長
表
彰

上
平　

和
孝（
第
３
分
団
）

松
下　

政
人（
第
３
分
団
）

玉
置　

一
也（
本
部
分
団
）

丸
山　

隆
司（
第
５
分
団
）

西
垣　
　

一（
第
８
分
団
）

西
村　

博
也（
第
８
分
団
）

西
岡　

達
也（
第
８
分
団
）

五
味　

繁
雄（
第
８
分
団
）

東　
　

繁
行（
第
９
分
団
）

深
瀬　

佳
英（
第
９
分
団
）

勝
山　

典
男（
第
９
分
団
）

乾　
　

敏
志（
第
10
分
団
）

浦　
　
　

豊（
第
10
分
団
）

乾　
　
　

寛（
第
10
分
団
）

中　
　

秀
幸（
第
10
分
団
）

　

１
月
６
日
、十
津
川
中
学
校
体
育
館

で
総
勢
２
７
０
人
の
消
防
団
員
が
参
加

し
、十
津
川
村
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

体
育
館
で
は
、功
労
が
あ
っ
た
消
防
団

員
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、ま
た

運
動
場
で
は
、昨
年
９
月
の
第
24
回
奈
良

県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
た
選
手
に

よ
る
操
法
の
実
演
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
舎
下
の
河
原
で
は
、１
年
の
安
全

を
祈
願
し
、一
斉
に
放
水
演
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

●
平
成
24
年
中

▼
新
入
団
員　

７
人

▼
出
動
日
数　

24
日

▼
出
動
人
員　

３
６
９
人

●
表
彰（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
▼
知
事
表
彰

阪
口　

泰
行（
第
２
分
団
）

西
垣　

政
和（
第
８
分
団
）

勝
山
五
十
三（
第
９
分
団
）

乾　
　

一
実（
第
10
分
団
）

　
▼
財
団
法
人
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

中
島
信
一
郎（
第
１
分
団
）

　

岩
本　

晴
雄（
第
５
分
団
）

　

辻
村　

正
直（
第
７
分
団
）
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村
の
財
政
状
況
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

過疎対策事業債
臨時財政対策債
簡易水道事業債
一般廃棄物処理事業債
臨時地方道整備事業債
学校教育施設等整備事業債
財源対策債
災害復旧事業債
公営住宅建設事業債
一般公共事業債
介護サービス事業債
辺地対策事業債
臨時税収補てん債
一般単独事業債
減税補てん債
　　  合　　計

借入残高
２３億７，２２８万３千円
19億９，３９９万５千円
10億0，３４5万１千円
２億８，１０８万２千円
２億６，４６９万６千円
1億０，７９７万５千円
1億０，０７４万２千円
８，３９６万８千円
４，２９５万９千円
１，８９８万１千円
１，８４９万１千円
5，３４１万５千円
１，０４７万５千円
７６５万５千円
858万３千円

６3億6，875万1千円

地方交付税
国庫支出金
村税
繰入金
村債
県支出金
使用料及び手数料
諸収入
財産収入
地方譲与税
寄附金
繰越金
その他
　　歳入合計

予算現額 収入済額 収入率
２７億５，３７３万２千円
１２億２，７９３万５千円
６億６，２５３万９千円
５億３，０４１万４千円
４億８，８５０万０千円
３億８，０８５万８千円
1億２，９５３万９千円
1億０，６５５万１千円
７，８５９万０千円
７，４００万０千円
２，２９４万５千円
２，０００万０千円
６，６８９万０千円

６５億４，２４９万３千円

２７億４，７９８万０千円
１億１，５７６万６千円
５億０，６３０万４千円
４億５，０００万０千円

０円
５，９７２万１千円
７，７３４万８千円
７，７６６万０千円
４，１４３万８千円
４，９７５万４千円
２，４７３万７千円

０円
４，１０１万９千円

４１億９，１７２万７千円

９９．８%
９．４%
７６．４%
８４．８%
０%

１５．７%
５９．７%
７２．９％
５２.７%
６７．２%
１０７．８%

0%
６１．３％
６４．１％

一般会計(歳入)

一般会計（歳入）

村債

地
方
交
付
税

繰
入
金

村
債

国
庫
支
出
金

村
税

県
支
出
金

繰
越
金

寄
付
金

使
用
料
及
び

手
数
料

諸
収
入

地
方
譲
与
税

財
産
収
入

そ
の
他

30
25

（億円）

20
15
10
5
0

予算現額
収入済額

　

村
で
は
、み
な
さ
ん
に
村
の
収
入
や

支
出
の
状
況
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
、年
２
回(

２
月
号･

８
月
号)

「
村

財
政
の
状
況
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、平
成
24
年
12
月
末
現
在
の

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
【
財
政
課
・
内
線
１
３
１
・
１
３
４
】

財産の状況
34,159,142㎡

67,240㎡
5,931万4千円

63億6,184万9千円

●土地
●建物
●有価証券
●基金積立金

平成23年度繰越分（一般会計）

　　歳入合計
予算現額 収入済額 収入率

19億0,191万1千円 4,362万円0千円 2.3%

歳 入

未収入額
35.9%

収入済額
64.1%

65億
4,249万
3千円
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歳 出
災害復旧費
総務費
民生費
土木費
衛生費
公債費
教育費
農林水産業費
商工費
消防費
議会費
予備費
　　歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
１１億１，３３２万６千円
１０億６，３６０万５千円
８億５，８０９万５千円
６億２，１９２万２千円
５億８，８０２万７千円
５億８，４１８万９千円
５億５，３２９万７千円
４億８，９０７万２千円
３億１，０４５万８千円
２億６，９５３万８千円
８，０９６万４千円
1，０００万０千円

６５億４，２４９万３千円

３億３，８２２万９千円
５億２，５７５万８千円
４億２，７８６万２千円
１億５，６５２万２千円
２億２，８３０万２千円
２億９，０９１万２千円
３億８，７５８万４千円
１億２，６５６万１千円
１億５，９６６万２千円
１億６，３２４万４千円
６，２４１万２千円

０円
２８億６，７０４万８千円

30.4%
49.4%
49.9%
２5.2%
38.8%
49.8%
70.0%
25.9%
51.4%
６0.6%
77.1%
0.0%
43.8％

一般会計(歳出)

災害復旧費
土木費
教育費
商工費
総務費
農林水産業費
衛生費
  歳出合計

予算現額 支出済額 執行率
１０億３，１０８万８千円
２億9，411万０千円
２億０，８１８万３千円
１億３，６００万０千円
１億２，８１３万４千円
１億０，１２１万２千円

３１８万４千円
１９億０，１９１万１千円

５億７，８１３万０千円
１億５，５０２万７千円
１億１，４７６万８千円
８，０００万０千円
６，５３４万７千円
６，３１２万２千円
３１２万３千円

１０億５，９５１万7千円

56.1%
52.7%
55.1%
58.8%
51.0%
62.4%
98.1%
55.7%

平成23年度繰越分（一般会計）

特別会計

民
生
費

土
木
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

総
務
費

災
害
復
旧
費

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

消
防
費

議
会
費

予
備
費

16
（億円）

14
12

6

2
4

8
10

0

予算現額
支出済額

国民健康保険事業
国民健康保険診療所事業
簡易水道事業
貯木場等維持管理事業
十津川温泉事業
湯泉地温泉事業
介護保険事業
介護サービス事業
後期高齢者医療
財産区大字迫西川
          合　　計

予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率
５億９，８６９万７千円
２億１，８２１万９千円
５億５，３５２万５千円
４億６，７０２万０千円
４，３８１万８千円
４，２９７万１千円

５億７，２２９万６千円
２，３９９万２千円
６，４６7万３千円
５８１万２千円

２５億９，１０２万３千円

３億１，４７７万４千円
１億１，６３９万９千円
１，８７３万７千円

２億３，１４４万１千円
１，２２９万３千円
３７９万５千円

３億０，３７４万９千円
１，００７万６千円
１，９２２万０千円

０円
１０億３，０４８万４千円

5２.６%
５３.３%
３.４%
４９.６%
28.1%
８.８%
５３.１%
４２.０%
２９.７%
0.0%
３９.８％

６６.３%
59.9%
３７.２%
16.6%
１７.６%
３８.７%
６５.０%
６８.３%
３８.２%
0.0%
48.2％

３億９，７１４万９千円
１億３，０７１万０千円
２億０，５７４万６千円
７，７４９万３千円
７７１万５千円

１，６６４万９千円
３億７，１９５万５千円
１，６３９万７千円
２，４７２万７千円

０円
12億４，８５４万１千円

平成23年度繰越分（特別会計）

簡易水道事業
十津川温泉事業

予算現額 収入済額 支出済額収入率 執行率
５，９９３万１千円

1億４，７２０万０千円
4,112万３千円
８，０００万０千円

68.6%
54.3%

99.9%
42.2%

５，９８７万０千円
6,216万４千円

一般会計（歳出）

未支出額
56.2%

支出済額
43.8%

65億
4,249万
3千円
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復
旧
・
復
興
の
喜
び
の
一
方
で
、き
の

こ
生
産
に
限
ら
ず
、関
係
者
に
は
大
き

な
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
災
害
か
ら
思
う
こ
と
は
、河
床

は
上
が
り
、山
は
荒
れ
、道
路
の
整
備

が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

村
外
の
方
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え

る
と
、こ
の
状
況
で
は
絶
対
に
村
に
来

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
産
業
は
、安
全
な

道
路
網
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と
改

め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

職
場
は
、20
人
の
従
業
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
十
津
川
高
校
出
身
の
若
手

か
ら
80
歳
の
方
ま
で
働
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
、従
業
員
の
仕
事
の
確
保
、そ
し

て
、後
継
者
の
育
成
に
全
力
を
注
い
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、30
年
続
け
て
こ
ら
れ
た

の
は
、地
域
の
方
々
の
ご
協
力
と
多
く

の
い
ろ
ん
な
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

従
業
員
全
員
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
良
く
、

新
し
い
き
の
こ
作
り
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
要
因
と
思
い
ま
す
。「
大

量
生
産
・
大
量
販
売
で
は
な
く
、た
だ

ひ
た
す
ら
に
品
質
に
こ
だ
わ
っ
て
」

作
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ス
ト
を
無
視

　

上
湯
川
き
の
こ
生
産
組
合
は
昨
年
、

創
立
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に「
農
事
組
合
法
人
上
湯

川
き
の
こ
生
産
組
合
」を
設
立
し
、な
め

こ
の
生
産
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

設
立
前
は
、村
外
で
４
年
間
働
い
て

い
ま
し
た
が
、故
郷
へ
帰
っ
て
働
き
た
い

と
思
う
気
持
ち
は
常
に
あ
り
ま
し
た
。

　

県
内
で
一
番
へ
き
地
と
言
わ
れ
る
村

の
中
で
、明
る
く
楽
し
い
職
場
を
山
の

中
で
つ
く
り
た
い
、ぜ
い
た
く
で
は
な

く
て
も
、文
化
生
活
を
送
れ
る
産
業
と

し
て
成
り
立
た
せ
た
い
、と
い
う
大
き

な
目
的
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

当
時
村
内
で
は
、き
の
こ
栽
培
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
き
の
こ

を
生
産
す
る
農
家
は
、11
軒
あ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
村
の
気
候
や
豊

富
に
あ
る
き
れ
い
な
水
は
、き
の
こ
栽

培
に
向
い
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
の
台
風
12
号
豪
雨
被
害
は
、

き
の
こ
の
生
産
に
も
想
像
以
上
の
被

害
を
与
え
ま
し
た
。
種
菌
が
被
害
を

受
け
、台
風
以
降
、生
産
量
が
大
幅
に

落
ち
込
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、現
在
で
も
、道
路
は
時
間
制

限
な
ど
通
行
止
め
箇
所
が
多
く
あ
り
、

十
津
川
村
の
誇
り
を
も
っ
て
。
村
を
愛
す
る
方
々
に
村
の
事
を
お
お
い
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
コ
ー
ナ
ー「
十
津
川
人
」

県
内
で
一
番
へ
き
地
と
言
わ
れ
る
村
の
中
で
の
挑
戦
！
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い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
で
、仕
事
を

し
て
い
る
人
が
い
る
か
ら
こ
そ
、村
が

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ご
高
齢
の
方
も

ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
方
々
が
多
く
い

ま
す
。
い
い
逸
材
は
村
の
中
に
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

　
い
ろ
ん
な
人
の
知
恵
を
借
り
な
が

ら
、ま
だ
ま
だ
挑
戦
を
続
け
ま
す
。
今

は
、村
内
に
豊
富
に
あ
る
谷
や
川
の
水

を
利
用
し
て
発
電
す
る
水
車
の
成
功
に

向
け
て
、試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

し
て
続
け
て
き
た
代
償
は
大
き
い
で

す
が
。
品
質
に
共
感
い
た
だ
き
、何
度

も
購
入
し
て
い
た
だ
け
る
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
を
大
切
に
販
売
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、奈
良
や
神
戸
の
市
場

を
中
心
に
き
の
こ
を
卸
し
て
い
ま
し

た
が
、こ
れ
か
ら
は
、地
元
販
売
や
直

売
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
来
年
の
き
の
こ
組
合
の
存
続
を
問

わ
れ
る
と
、そ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

明
日
も
仕
事
が
あ
る
と
い
う
保
障
は

な
い
た
め
、い
つ
も
危
機
感
を
も
っ
て

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
の
ど
の
地
域
で
も
、頑
張
っ
て

取
り
組
め
ば
、地
場
産
業
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
地
域

が
活
性
化
し
て
く
れ
ば
、自
然
と
村
は

活
性
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
村
の
存
続
の
た
め
に
は
、地
域
で
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

十
津
川
人

岡
本 

章
一さ
ん

　
昨
年
、設
立
か
ら
30
年
を
迎
え
た

上
湯
川
き
の
こ
生
産
組
合
の
岡
本

章
一
さ
ん
に
、地
場
産
業「
き
の
こ

生
産
」の
今
を
聞
き
ま
し
た
。

おかもと・しょういち
地元、上湯川出身。昭和57
年に農事組合法人･上湯川
きのこ生産組合を設立し、
きのこの生産を始める。
平成6年に、地域農業の発
展に貢献した団体として知
事表彰を受賞。
なめこ、しめじ、エリンギ、ヒ
マラヤ茸を生産し、20人に
及ぶ地域の雇用をつくり続
けている。

きのこ生産組合の工場内。
従業員のみなさんの手作業で、丁寧に袋詰めさ
れていく。

大ぶりの「ひらきなめこ」。

　鍋、野菜炒め、炊き込みご
飯、焼きそばに。きのこを使っ
た料理は、まだまだ広がって
いきます。

農
事
組
合
法
人 

上
湯
川
き
の
こ
生
産
組
合
代
表
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①
サ
ン
マ
の
塩
を
抜
く

　

塩
抜
き
は
、真
水
で
は
な
く
、塩
を
加

え
た
水
に
浸
す
と
、塩
抜
き
の
時
間
が
早

く
な
り
ま
す
。
塩
抜
き
を
し
た
あ
と
は
、

水
気
を
切
っ
て
お
き
ま
す
。

②
サ
ン
マ
の
骨
を
と
る

　

大
骨
と
小
骨
を
ピ
ン
セ
ッ
ト
な
ど
で

丁
寧
に
取
り
除
き
ま
す
。
小
骨
を
気
に

し
な
い
場
合
は
、大
骨
だ
け
で
も
大
丈
夫

で
す
。
う
ろ
こ
を
は
が
す
と
更
に
口
あ
た

り
が
良
く
な
り
ま
す
。

③
お
米
を
炊
く

　

お
米
は
、炊
く
30
分
前
か
ら
水
に
つ
け

て
お
き
ま
す
。
お
米
を
鍋
に
入
れ
、強
火

で
炊
き
始
め
、沸
騰
し
て
き
た
ら
、弱
火

に
し
ま
す
。
水
を
差
し
な
が
ら
底
を
焦

が
さ
な
い
よ
う
に
時
々
か
き
混
ぜ
て
、１

　
今
月
号
は
、な
れ
寿
し
の
作
り
方

を
、大
字
大
野
の
小
西
さ
ん
に
教
わ

り
ま
し
た
。

時
間
半
程
度
か
け
て
炊
き
ま
す（
お
米
を

し
ゃ
も
じ
に
乗
せ
て
指
で
す
っ
と
潰
れ
る

状
態
ま
で
）。
炊
き
あ
が
っ
た
ら
、酢
を

ほ
の
か
に
香
る
よ
う
に
混
ぜ
て
、し
っ
か

り
と
冷
ま
し
ま
す
。

④
サ
ン
マ
を
に
ぎ
る

　

手
水
は
、お
酢
を
使
い
ま
す
。

　

ご
飯
の
量
は
、サ
ン
マ
か
ら
ご
飯
が
は

み
出
し
過
ぎ
な
い
程
度
に
。

⑤
に
ぎ
っ
た
さ
ん
ま
を
桶
に
詰
め
る

　

桶
の
一
番
下
に
シ
ダ
の
葉
を
敷
き
ま
す
。

そ
の
上
に
さ
ん
ま
を
詰
め
て
い
き
ま
す
。

シ
ダ
の
葉
は
、表
の
青
い
面
を
サ
ン
マ
側
に

し
ま
す
。
シ
ダ
の
葉
を
重
ね
る
こ
と
で
、

香
り
と
殺
菌
作
用
が
加
わ
り
ま
す
。

　

１
段
目
を
詰
み
終
え
た
上
に
、２
段
目

を
同
じ
手
順
で
詰
め
て
い
き
ま
す
。

⑥
重
し
を
し
て
水
を
は
る

　

ふ
た
を
し
た
あ
と
、重
し
を
載
せ
て
、一

晩
お
き
ま
す
。
そ
の
後
、塩
水
を
入
れ
て

半
月
程
度
お
き
ま
す
。

⑦
逆
押
し
を
し
て
水
を
切
る

　

桶
の
ふ
た
よ
り
少

し
小
さ
い
木
や
石
の

上
に
、桶
を
逆
さ
に

し
て
お
き
、桶
の
上
に

重
し
を
載
せ
て
、水

を
き
り
ま
す
。（
約
半

日
）

⑧
完
成
で
す
。

―　材料　―
○つぼ切サンマ
　30尾
○酢
○塩
○米７合

「
村
の
宝
」。
普
段
か
ら
身
近
に
あ
り
、特
別
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
普
段
の
も
の
が
特
別
な
宝
も
の
に
」

十津川
村の宝

な
れ
寿
司

十
津
川
村
は

　
　
保
存
食
の
文
化
が
発
達
！
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果
無
集
落
は
、十
津
川
温
泉
の
あ
る
平

谷
か
ら
、歩
い
て
50
分
の
山
の
尾
根
に
開

か
れ
た
小
集
落
で
す
。
現
在
、世
帯
数
は

８
軒
、約
20
人
が
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
天
空
の
郷
」と
呼
ば
れ
る
こ
の
場
所

か
ら
は
、紀
伊
山
地
の
山
々
を
見
わ
た
す

こ
と
が
で
き
、村
の
観
光
用
ポ
ス
タ
ー
に

も
こ
の
集
落
と
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
暮
ら
す
集
落
の
人
は
、世
界
遺

産
を
歩
く
人
の
た
め
に
季
節
の
花
を
植

え
た
り
、湧
き
水
を
引
き
、地
元
の
木
を

使
っ
た
水
飲
み
場
や
休
憩
す
る
縁
側
を

提
供
し
た
り
、昔
の
風
情
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、平
成

21
年
に
は
、に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
の
ひ

と
つ
に
選
ば
れ
、熊
野
古
道
小
辺
路
の
な

か
で
も
世
代
を
超
え
て
人
を
引
き
付
け

る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、一
度

「
天
空
の
郷
」果
無
集
落
を
ゆ
っ
く
り
散

策
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

歩
い
た
後
は
、も
ち
ろ
ん
源
泉
か
け
流

し
の
温
泉
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
村
の
宝
」。
普
段
か
ら
身
近
に
あ
り
、特
別
な
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
も
の
の
中
に
あ
り
ま
す
。「
普
段
の
も
の
が
特
別
な
宝
も
の
に
」

熊
野
古
道
小
辺
路
の
中
で
も
、

世
代
を
超
え
て

人
を
引
き
つ
け
る
場
所

語
り
部
の
活
動
を
と
お
し
て
知
っ
た
、

地
域
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
回
目
は
、小
辺
路
の
果
無
集
落
で
す
。

―　果　無　集　落　―

十津川
村の宝

こ   どう

いまにしよしたみ
十津川鼓動の会 
会長 今西芳民さん

十津川鼓動の会は、平成14年
６月から語り部活動をはじめ
て、今年で11年目を迎えます。
現在会員は24人（村内16人
村外８人）で、これまで十津川
村内の世界遺産を中心として
これまで約7,000人の来訪者
を案内し、魅力を伝え交流を
行ってきました。
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　　　　　　　　－　庁　　外　－
衛生センター　 63-0391
小原診療所　　 63-0040
歴史民俗資料館 62-0137

し尿処理場　 63-0291
上野地診療所 68-0207
体育文化センター 63-0067

観光協会　　　 63-0200
泉湯　　　　　 62-0090
温泉プール　　 64-0762
北部保健センター 68-0017
十津川警察庁舎 63-0110

道の駅十津川郷 63-0003
庵の湯　　　　 64-1100
社会福祉協議会 64-0666
商工会　　　　 62-0132

　  －　役場以外　－
森林館(古ル野) 62-0567
滝の湯　　　　62-0400
高森の郷　　　64-1800
森林組合　　　64-0301
五條消防十津川分署 64-1190

小原診療所

月　日 診療所

★土曜診療日★

★整形外科診療★

受付は8：30～11：15です。

2
3
3

月
月
月

日
日
日

16
2
16

　第3週　
　第１週　
　第３週　

2
3
3
3

月
月
月
月

日
日
日
日

21
7
7
21

小原診療所
小原診療所
上野地診療所
小原診療所

午前
午前
午後
午前

NPO法人音楽の森
十津川村コンサート

税の作文優秀作品に

日時：３月４日(月)
　　　14時30分～16時
会場：十津川村住民ホール

診療情報

□確定申告納税相談
　平成24年分の所得税・消費税及び贈与税の確
定申告の出張納税相談を行います。お気軽にご
相談ください。
　確定申告は、１年間（１月１日から12月31日）
の所得と、それに対する所得税の金額を税務署に
申告する手続きです。また、源泉徴収などで納め過
ぎている税金を還付してもらう手続きでもあります。
　２月20日（水）13時～ 16時
　２月21日（木）  9時～ 16時
　２月22日（金）  9時～ 12時
　十津川村住民ホール

□公的年金などを受給の方へ
　次の両方に該当する場合は、所得税の確定申告
が不要です。（平成23年改正）
●公的年金などの収入金額の合計額が、400万円
以下
●公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が、
20万円以下
※両方に該当する場合でも、医療費控除などの所
得税の還付を受ける方は、確定申告書の提出が
必要です。
※所得税の確定申告が不要でも、住民税の申告が
必要になる場合があります。
　吉野税務署　☎0746(32)3385

　入場無料。
　ご来場お待ちしています。
―　出　演（敬称略）　―
荒井敦子、高石ともや

NPO法人音楽の森ファミリー
曲目：童謡や懐かしのメロディー
　　など

　全国納税貯蓄組合連合会と
国税庁が募集した「税について
の作文」で、十津川高校１年の
東 佳菜さんが吉野税務署長賞
を受賞しました。





□税の申告はお早めに
　２月18日（月）から３月15日（金）まで、所得税
の確定申告と村県民税の申告期間です。
（所得税の還付申告は、２月15日（金）以前でも
申告書の提出ができます）
　期間終了日が近づくと、窓口が混み合いますの
で、申告はお早めにお願いします。

□村税の納め忘れはありませんか？
納期限までの納付にご協力お願いし
ます。
　村県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康
保険税などの税金は、福祉・環境・教育など地域住
民のみなさんの身近な行政サービスに使われる大
切な財源です。
　納付書をなくされた方や税金を納期限内に納め
ることが困難な方は、下記までお気軽にご相談くだ
さい。

　財政課 税務係
　☎0746(62)0903
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☎
　 －　役場代表　－
電話 0746(62)0001
FAX 0746(62)0210
IPﾌｫﾝ  050-5004-6720
　　　050-5004-6721
　　　050-5004-6722

　　－　庁舎２階　－
総務 62-0001
観光 62-0004
農林 62-0005
教育 62-0003・62-0067

　　－　庁舎１階　－
住民 62-0900
財政 62-0903
建設 62-0904・62-0905
福祉 62-0901・62-0902
出納 62-0906

　　－庁舎３階－
議会事務局 62-0002

　－庁舎地下１階－
生活環境　 62-0907
水道　　　 62-0908

□「女性のための健康講座」
　「知っておきたい女性泌尿器科のお話」の講演
など、参加費無料で聴くことができます。申し込み
は下記まで。
　３月２日（土）14時～ 16時
　奈良西部会館（奈良市学園南３－１－５）
　奈良県産婦人科医会　☎0744(22)8502

□「4月1日から65歳までの雇用が
義務付けられます」
　平成25年４月１日から、改正高年齢者雇用安
定法の施行で、事業主の方は、次のいずれかの措
置が必要となります。
① 65歳以上への定年引上げ
② 希望者全員の65歳までの継続雇用制度の導入
③ 定年の定めの廃止
なお、継続雇用制度を導入している場合は、経過
措置が設けられています。
　奈良労働局職業対策課　☎0742(32)0209

□「ほっとはーと」南和からお知らせ
　障がい啓発イベント「第２回ほっとはーと南和の
つどい」を行います。講演会や映画の上映、バザー
など楽しい内容盛りだくさんです。ぜひ、会場にお
越しください。
　３月16日（土）
　10時30分～義足のランナー島袋勉さん講演会
　13時30分～映画「人生、ここにあり！」上映会
　※映画は、一般1,200円
　大淀町文化会館ほか
　NPO法人吉野コスモス会　地域活動支援センターのどか
　☎0747(53)2215

□商品券をお持ちの方へ
●有効期限の記載がある商品券は、期限が過ぎる
と使用できません。
●発行者が商品券の利用を終了した場合、一定期
間を設けて、保有者へ払い戻しが行われます。
　近畿財務局きんざい金融ホットライン
　☎06(6949)6259

　災害は、家族が一緒にいるときに発生するとは限
りません。日ごろから災害に備えて、非常持出品を
用意しておきましょう。
　季節や家庭の状況で、必要な物が違ってきます。
必要に応じたものを用意し、すぐ取り出せる場所
（玄関・物置など）に保管しましょう。阪神・淡路大
震災では、使い捨てカイロやラップ、カセットコン
ロ、アルミ箔など、家庭にあるものが役立ちました。

□非常食（缶詰・レトルト食品など）
□飲料水　□粉ミルク・離乳食
□下着・靴下　□上着　□毛布
□タオル
□洗面用具　□大きなごみ袋
□ウェットティッシュ
□常備薬　□救急医療品　□カーゼ
□ヘルメット（防災ずきん）　□軍手
□携帯レインコート
□携帯電話・充電器　□懐中電灯
□電池　□マッチ（ライター）　□時計
□ローソク　□ロープ　□ナイフ（缶切）
□現金　□健康保険証（コピー可）
□預金通帳　□印鑑

飲料水は、１日１人あたり３ℓを目安に
非常食は、そのまま食べられるか、お湯を
足す程度の簡単な調理で済むもの。使用
する容器は、ラップで包むと洗う水が不要
になります。
□カセットコンロ　□燃料　□寝袋、衣類
□トイレットペーパー　□新聞紙
□ビニール袋

非常食・水

衣類

生活用品

救急医療品

安全対策品

道具類

貴重品

飲料水

非常食

生活用品

災害の備え「備蓄品・非常持出品」
情報広場








●１次持出品（避難時に持ち出す必要最低限の物）

●２次持出品（復旧までの数日間を自活するために最
　低限必要な物）
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こくみんねんきん

●
義
務
と
権
利

　

国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、国
民
年
金

に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、年
金
を
受
け
取
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。

●
加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、20

歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保
険
者
と
な

る
方
は
、役
場
住
民
課
で
直
接
、手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
２

号
被
保
険
者
の
方
や
、そ
の
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の

第
３
号
被
保
険
者
の
方
は
、勤
務
先

の
事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

す
の
で
、個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●
保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の

平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
、月
額
１

万
４
，９
８
０
円
で
す
。

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、収
入
が
少
な
い

た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

で
き
な
い
場
合
は
、申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、老
後
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
り
、年
金
額
が
低
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
万
が
一
」の
と
き
に

障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の

思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、所
得

が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。

　

ま
た
、学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業

者
の
方
な
ど
は
、経
済
的
な
理
由
等
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

に
、ご
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て「
保
険
料

免
除
制
度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、役
場

住
民
課
、ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

　
　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　
国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、思
い
が
け
な
い

人
生
の「
万
が
一
」も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、支
給

さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
、と
て

も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。
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今月は、国保税第9期の納期です。
納期限は、2月28日ですので納期内に忘れずに納めましょう！

自立支援医療制度は、心身の障害の状態を軽減するための医療について、
医療費の自己負担額を軽減する公費負担医療制度です。
受給者には受給者証が交付され、指定自立支援医療機関において制度が適用されます。

【生活保護】

【低所得１】村民税が課税されていない世帯で、本人又は保護者の収入が８０万円以下の人

【低所得２】村民税が課税されていない世帯で、本人又は保護者の収入が８０万円を超える人

【中間所得層】村民税が課税されている世帯で、村民税所得割額が２３万５千円未満の人

「重度かつ継続」の範囲
　【更生・育成】　腎臓機能、小腸機能、免疫機能、心臓機能障害（心臓移植後の抗免疫療法に限る）、肝臓の機  
　　　　　　　　能障害（肝臓移植後の抗免疫療法に限る）の人
　【精神通院】　統合失調症・躁うつ病・うつ病・てんかん・認知症等の脳機能障害、薬物関連障害（依存症等）
　　　　　　　の人及び精神医療に一定以上の経験を有する医師が判断した人
　【更生・育成・精神通院】　高額な費用負担が継続する人（高額療養費多数該当）

上記の軽減措置のほかに、医療費の助成（身体障害者手帳１，２級、療育手帳A1、A2をお持ちの人及び精神通院医療の人）
や交通費の助成（人工透析者、精神通院医療の人）が受けられます。

【対象者】更生医療………身体障害者手帳の交付を受けた者で、その障害をなくしたり、軽減する手術等の治療によ
　　　　　　　　　　　り確実に効果が期待できる人（１８歳以上）
　　　　育成医療………身体に障害を有する児童で、その障害をなくしたり、軽減する手術などの治療により確実
　　　　　　　　　　　に効果が期待できる人（１８歳未満）
　　　　精神通院医療…精神疾患又はてんかんを有する者で、通院による治療を継続的に要する人

【自己負担・月額上限額】指定自立支援医療機関での窓口負担は１割負担となります。ただし、世帯の収入状況に応
　　　　　　　　　　　じてひと月あたりの負担に上限額が設定されています。

自立支援医療制度

【中間所得１】
★中間所得層のうち、村民税所得割額が３万３千円未満の重度かつ継続又は育成医療の人

【中間所得２】
★中間所得層のうち、村民税所得割額が３万３千円以上２３万５千円未満の重度かつ継続又は育成医療の人

【一定所得以上】
★村民税が課税されている世帯で、村民税所得割額が２３万５千円以上の重度かつ継続
　

0円

２, 5 0 0円

5 , 0 0 0円

医療保険の負担限度額

★5 , 0 0 0円

★10 , 0 0 0円

★20 , 0 0 0円

【お問い合わせ】　更生医療・精神通院医療・・・十津川村福祉事務所　☎０７４６－６２－０９０1
　　　　　　　　育成医療・・・・・・・・・・・・・・・・吉野保健所　　　　　☎０７４７－５２－０５５１
　　　　　　　　　　　　※２５年４月から十津川村福祉事務所が窓口となります。

★印は、平成２７年３月までの経過措置です。

対象者及び対象者と同じ医療保険に加入している人の課税・収入状況等 月額上限額
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が
で
き
て
い
ま
す
。
野
菜
の
甘
さ
と
ハ
ー

ブ
の
す
っ
き
り
感
が
あ
り
、と
っ
て
も
美

味
し
い
ジ
ャ
ム
で
す
。

　

こ
れ
も
ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
に
出

品
予
定
で
す
。

　

１
月
17
日
に
、第
３
回
目
の
観
光
セ
ミ

ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

歴
史
・
文
化
・
宗
教
の
観
点
か
ら
世
界
遺

産
の
大
峯
奥
駈
道
の
魅
力
を
学
び
、こ
こ

で
し
か
知
り
え
な
い
知
識
を
身
に
付
け
、

観
光
客
に
喜
ば
れ
る
ガ
イ
ド
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

　

大
峯
奥
駈
道
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、

十
津
川
の
集
落
の
こ
と
も
話
題
に
で
る
な

ど
、知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。

ハ
ー
ブ
で
す
が
、十
津
川
で
採
れ
る
野
菜

や
果
物
を
一
緒
に
し
た「
ジ
ャ
ム
」と
し
て

使
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

試
作
を
重
ね
て
、現
在
、シ
ナ
モ
ン
と
八

ツ
頭
、バ
ジ
ル
と
キ
ウ
イ
、レ
モ
ン
タ
イ
ム

と
柚
子
、カ
モ
ミ
ー
ル
と
人
参
の
４
種
類

ブ
ジ
ャ
ム
で
臨
み
ま
す
！
こ
の
他
、十
津

川
の
し
い
た
け
、き
の
こ
、ゆ
べ
し
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
、ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ

の
東
京
会
場
で
出
展
し
た
時
は
、農
産
品

と
村
そ
の
も
の
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
が
、今
回
は
、村
と
村
人
の
気
質
を

伝
え
る
こ
と
で
、商
品
の
奥
深
さ
を
表
現

し
、商
品
力
を
高
め
、新
た
な
販
路
開
拓

の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
の
出
展
に
向

け
て
、村
内
の
農
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
制
作
中
で
す
。

　
「
山
あ
り
川
あ
り
笑
顔
あ
り｣

と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
も
と
に
、農
産
品

に
込
め
た
想
い
や
こ
だ
わ
り
、農
産
品
だ

け
で
な
く
、十
津
川
の
自
然
や
人
々
の
温

か
さ
が
伝
わ
る
も
の
に
し
よ
う
と
、構
成

を
練
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、使
い
方
を
検
討
し
て
い
た

　

２
月
21
日
、22
日
に
大
阪
で
行
わ
れ
る

第
６
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
に
出
展

し
ま
す
。

　

ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ
キ
ス
ポ
と
は
全
国
農

産
品
商
談
会
の
こ
と
で
、今
回
は
、種
類

の
増
え
た
十
津
川
温
泉
ぷ
り
ん
と
ハ
ー

地域雇用創造協議会事務局

村
を
元
気
に
す
る
た
め
に

（
第
26
回
）

〜
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
〜

十津川村小原225-1
十津川村役場観光振興課内
電話：0746-62-0004
                  （内線：235）

【発信】

観
光
セ
ミ
ナ
ー

第
６
回
ア
グ
リ
フ
ー
ド
エ

キ
ス
ポ
に
出
店
し
ま
す
！

ハ
ー
ブ
ジ
ャ
ム
が

　
　
　
　

で
き
ま
し
た

ハーブジャム

ハーブのレモンタイム
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おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

植田　堅造
田本　繁敏
榊本　照子
玉置　　　
松實　歳子
泉谷　徹夫
田中　　浩
山村　信子
河野　　𣳾
森尾スエ子
玉置　清一
鎌塚　末廣
玉井　嘉幸

48
92
78
89
76
65
64
97
66
84
85
83
77

31
8
8
10
10
11
13
15
21
21
23
25
25

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

12月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月
1月

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（三　浦）
（湯之原）
（重　里）
（折　立）
（猿　飼）
（上葛川）
（平　谷）
（小　原）
（神　下）
（　旭　）
（玉置川）
（猿　飼）
（高　滝）

おめでたおめでた

温井　柚香ちゃん（上湯川）
（2月28日生まれ・満2歳）

お姉ちゃんと仲良く
元気に育ってね♪

父…正吾　母…麻紀

西岡　若菜ちゃん（武蔵）
（2月16日生まれ・満3歳）

元気なおてんば娘です♪

父…達也　母…ふみ

わかな

たいが

川上　華奈ちゃん（小原）
（2月８日生まれ・満２歳）
お姉ちゃんになったね。

これからも元気に成長してね♪
父…嘉明　母…直美

はな

小田　燿大ちゃん（武蔵）
（2月25日生まれ・満１歳）
アンパンマン大好き☆
よく食べ、よく笑い、

我が家のムードメーカーです♪
父…雄軌　母…萌美

あきひろ ゆずか

田本　繁文

勝間田　柊 1月27日
父：勝　母：彩花　　（上野地）

（しゅう） 　男

十津川高校だより
■生徒会活動
　12月20日、生徒会役員とボランティア
クラブがクリスマスプレゼントお届け活動
で、村内の保育園を訪問！ハンドベルの演
奏や動物体操の披露、軍手で作ったヨー
ヨーもプレゼントしました。
■クラブ・部活動・学校生活報告
●音楽部
　12月21日、学内でクリスマスコンサー
トを行い、クリスマスソングなど多数披露
しました。
●剣道部
　１月19日、第22回全国高等学校選抜
剣道大会奈良県予選に出場。惜敗し２位
入賞！！
●女子バレーボール部
　１月19日、平成24年度奈良県高等学
校バレーボール新人大会に出場！敗れは
しましたが、課題も見つかり、勝利目指して
練習に励んでいます！
●各種表彰
　１年生の東佳菜さんが税についての作
文で、吉野税務署長賞を受賞！！
■村内行事
　村駅伝大会に高校Ａ、と寮生軍団の２
チームが参加！寮生軍団が６位入賞、A
チームが８位と健闘！！個人では、３年生
の平瀬正典君が１区で、垣野亜衣さんが
８区で区間賞を受賞！！また、ボランティア
クラブが大会運営でも大活躍しました。

☎0746（64）0241

クリスマスプレゼント
お届け活動中

音楽部のクリスマスコンサート

村駅伝大会で６位に入賞した
寮生軍団の選手たち

ふれあい共通商品券
　お買い物のほか「慶弔・お見舞
いのお礼」「お中元・お歳暮」「商品
・景品」などにもご活用できます。
商品券は、下記のマークのあるお
店でご利用できます。
お買い求め、お問い合わせは

十津川村商工会へ
☎0746（62）0132



十
津
川
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郡
十
津
川
村
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225-1

2013（
H
25）年

２
月
１
日・617号

　2月3日は節分でした。節分では
「太巻きずし」をその年の恵方に
向って、声に出さずに一本丸かぶり
すると、願い事がかなうとされてい
ます。願い事を念じている最中に横
から邪魔が入ることもしばしばあり
ますが･･･。この他「豆まき」や「柊
鰯」と呼ばれるイワシの頭をヒイラ
ギの小枝に刺して玄関に刺す習慣
があります。鬼の嫌いなヒイラギの
トゲとイワシの臭気で鬼を退散させ
ようとしたものですが、今ではあまり
見かけなくなりました。みなさんの
お宅ではどうでしたか。        （R・M）

　先月は、大野と内原で「さんまの
なれ寿し」をご馳走になりました。こ
の季節にしか食べることができない
「一品」は、ともても味わい深いもの
で、なれ寿しが大好きな私は、すぐ
にたいらげてしまいました。
　村内には、なれ寿し以外にも、ま
だまだ、季節や収穫される食材の時
季によって、多様な「昔から伝わる料
理」があると思います。
　3月の桃の節句にも、地域ならで
はの「もの」があるのではないでしょ
か。これからも十津川村の「おいし
いにおい」を嗅ぎ付けて、取材に伺
いたいと思っておりますので、ぜひ、
お声かけください。                （Y・T）

●世帯数　1,918世帯（-8世帯）

●人　口　3,860人（-16人）

【平成25年２月１日現在  （　）は前月比】

男性  1,935人（－8人）／女性  1,925人（－8人）

今冬の節電に、無理のない範囲でご協力をお願いします。
　　　　　　　　　期間：12月３日(月)から平成25年３月29日(金)までの平日

　雪化粧した釈迦ヶ岳。標高1800mの山頂に立つ釈迦如来像も冬
の装いに。
　　　　　　　　                     （写真：大字小原・佐古金二郎さん）

の

絶
景

私
の
集
落

む
　
ら

めざせ100枚の

9枚目

▲村自慢の優良特産品に関するお問い合わせは
　観光振興課☎０７４６（６２）０００４まで！

村
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
、人
と
自
然
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
、

　
　
　
　
私
の
む
ら
の
絶
景
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
総
務
課
の
広
報
担
当
ま
で
。

  「
心
身
再
生
の
郷
」 

村
報
と
つ
か
わ
 

ひいらぎ

いわし
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